
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

平成３０年度埼玉の子ども 70万人体験活動 

● 地域の産業や文化等を後世まで伝え守ろうと、平成元年からスタ 

  －トし３０年目となる稲作体験活動等である。 

● 地域の方々の協力のもと、４月ささら奉納、６月下旬の田植え、

まこも馬づくり、１０月下旬に稲刈りを行う。１１月に地域の

方々を迎えて、収穫祭「小林祭」を行い、稲作体験活動等を締め

くくる。 

 
 

● 稲作体験活動等に取り組むことにより、自然の恵みに感謝し、栽

培の大切さや収穫の喜びを実感できるようになっている。 

● お世話になっている地域の方々や保護者への感謝の気持ちを素

直に表すことができるようになってきている。 

● 地域の方を指導者としてお招きし、さらに絆を強めることがで

きた。 

 

● 家族や地域の方と一緒に田植え体験ができて楽しかった。 

● 収穫したお米のカレーがおいしかった。 

● 地域の方がやさしく教えてくれたのでまこも馬が上手にできた。 

 

 
 

稲作・ささら等体験 


